
重度運動障害者向け欲求推測システムの開発

重度運動障害者が抱える問題

・動作や発話の困難さから，自身の欲求を実現
させるのが難しい

・ベテランの支援者でないと意思疎通が難しい

⇒⾃分がしたいことを実現させるのが⼤変！！

2020年度の取組み

本研究は、 総務省「戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)」の助成を受け、 2018〜2020年度に行いました。

テレビが観た
いんですね

IoT技術や解析技術，
データ蓄積を活用し，
問題解決を目指す

ベテラン支援者がその経験から欲求を推測

＜欲求実現を可能とするシステムの構築＞

テレビが観たい
ときのパターン

お腹が空い
たんですね

支援者の
欲求解釈を

リアルタイムで記録

自動送信

データベースに
記録蓄積

特別支援学校の協力のもと収集した，障害のある児童・
生徒の欲求時の反応と支援者の先生の解釈データを分析した

記録時の環境
情報を紐づけ

●情報蓄積のワークフロー

様々な情報を集めて欲求に応じた
パターンを整理しコンピュータで学習

✔ IoT機器との連動で，何か求めた

時にそれが実現できるように！

✔ ルーキー支援者の支援のサポート

が出来るように！
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